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億円
〇 医業収益 ４４０億円 （前年度比＋１５億円、計画比▲４１億円）

うち入院収益 ２９２億円 （前年度比＋１０億円、計画比▲３３億円）

うち外来収益 １３５億円 （前年度比 ＋４億円、計画比 ▲６億円）

〇 医業費用 ５９２億円 （前年度比 ＋８億円、計画比▲１７億円）

うち光熱水費 １７億円 （前年度比 ＋５億円、計画比 ＋５億円）

〇 運営費負担金収益 １４９億円 （前年度比 ▲４億円、計画比 ±０億円）

〇 補助金収益 ４２億円 （前年度比▲１６億円、計画比＋４０億円）

うちコロナ関連補助金 ３９億円 （前年度比 ▲１７億円）

令和４年度の事業実績（①決算）
決算の状況

決算のポイント

 収益的収入 ６４０億３，６００万円 （前年度比 ▲約 ５億円 計画比 ▲約 ４億円）

 収益的支出 ６３５億８，６００万円 （前年度比 ＋約 ９億円 計画比 ▲約２３億円）

 当期純損益 ４億５，０００万円 （前年度比 ▲約１４億円 計画比 ＋約１９億円）

 本業の医業収益は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも前年度を上回る４４０億円を確保

 医業費用は、光熱水費の高騰などの影響により５９２億円に増加

 純損益は、地方独立行政法人化後２年連続の黒字決算

純損益の推移

※医業収益には運営費負担金、補助金は含まれない

1

資料1



0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

R2.4.1 R3.4.1 R4.4.1

69.4 

75.2 

61.9 

54.5 

59.1

73.0 

76.6 

70.6 

64.5 
66.4

77.7 
81.4 

71.4 

80.8 
83.282.9 82.9 82.1 

77.0 

80.8

74.5
78.2

70.1 67.5 
70.4

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

循呼 がん 小児 精神 全体

令和４年度の事業実績（②病床利用率）
 病床利用率は機構全体で７０．４％、コロナ患者の受入れと一般診療との両立を図ったことにより
令和３年度比で２．９ポイント改善

 コロナ患者を多く受け入れている循呼センターとがんセンターは、コロナ感染拡大前の令和元年度
を大きく下回っているものの、小児医療センターはコロナ感染拡大前を上回っている。

病床利用率

2.9ポイント上昇

コロナ患者受入れ状況（延べ入院患者数）
（％）

（人）

R2年度 9,508人
R4年度 8,909人

R3年度 11,721人

R5.4.1
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令和４年度の事業実績（③入院）

入院患者数の推移 入院収益の推移

 令和３年度比では、入院患者数は約４.４％増、入院収益は約３.５％増で、ともに回復傾向
 令和元年度比では、入院患者数は約１０.２％減と依然として厳しい状況であるが、入院収益は
約３.２％増とコロナ感染拡大前を上回る水準を確保

人 億円約4.4％増

365,886
385,081

344,252 331,251 345,844 266
283

265
282 292

約3.5％増
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令和４年度の事業実績（④外来）

外来患者数の推移 外来収益の推移

 令和３年度比では、外来患者数は約３．２％増、外来収益は約３．２％増で、ともに回復傾向
 令和元年度比でも外来患者数は０．６％減とほぼ回復、外来収益は約３．9％増とコロナ感染拡大
前を上回る水準まで上昇

約3.2％増
億円人

約3.2％増

444,525 461,922
428,041 445,005 459,183 122

130 128 131 135
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令和４年度の業務実績（⑤救急、手術）

救急患者数の推移 手術件数の推移

 救急患者数は、令和３年度比で約１１．１％増と大きく増加しており、回復傾向にある。
 手術件数は、コロナの影響で予定手術の中止や延期があったものの、令和元年度比で同規模を
維持した。

件
人 約11.1％増
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